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(l:J的 j 全数瀦査により持llliされた中学生迷動能力テ

スト上位者"の大腿部機器?関稜， ~埼筋力，および連動能力

テストの経年的変化について，懇:援を紛らかにし，さら

に. fffJ年代の子どもの標準的な鋭化と比較検討する φ

i方法i ・ 91年度の茨~V犠ドの中学 1 ;年生を対畿に，迷

動能力テストで優秀な成績を納めた男子2数9名(1級不

毛U.京子i級 12名のうち. I得意の符られた5母子6名，女

子7名を敏検者として用いた.なお母築設Hこ対する;被検

者の総合iまひ.001%以下であった. mU5きは・92:f}'S2月に 1箆j

留を行い. 1年後に2館長iの織ま誌を行った.議'J定項目は，

大艇部における大総長の膝より 70%部俊， 509ら部佼，

30%部設のMRI(機器~üí守護) ，および角速度30. 60. 

180， 300. 450deg/secにおける等遠性鰐筋力であった.

{暴露巣および考鎮j 大艇部横断語i緩について，努予

は93年の綴が921ドの銭を下弱ることはなかったものの，

特に有窓な増加が総められず，大鶴間援筋を構成すb る外

側広務の70%部位. 50%部位においてのみ. 5%水懲で

苓窓な増加を訴した.…1J.女子においては大総務横断

頭積 (70%部殺， 30%部位) .務横断im稜 (70%部俊) ， 

ハムスト 1)ング付与総館群 (50寺会部{立， 30%部位) ，そ

して内lh中間広筋 (50%部位)において，すべて5%

水準で有意、な増加が認めちれた，また 11;1様に勝務部磯(

70%部設， 30%部紘)にも増加が認められた‘

毒事速性締務カについては，男子i立伸幾の免速攻30deg

Isec，女子では伸巌.n話選!の450deg/secにおいて，そ

れぞれ5%水準の事;意な増加を訴した.その弛の角速度

について 11，男女とも2簡の欝j定においてはほi可隷な鐙

を訴しており，有意な変化は務められなかった.

先行研究による何年代の様準的な子どもの変化事と本

研究で用いた被検者の袈化喜容を比較すると，男子の身長、，

体議，除脂肪体重について. rHJ年代の様織的な子どもの

変化事は，本研究の被検者のほ法2倍の鎖を示した.女

子の場合i立体慈のみ穣準的な変化率を大きくよ跨ったも

のの.除総務体重の変化塁手は下諮!った，このことから，

枠震の変化塁手がよ翻った原因として態訴の増加が考えら

れる.大腿部横断l萄緩の変化惑は，男子の変化率が機態

的な変化率を下総ったが，女子't立主主裁断1fii穣および感銘

群の磁穣が擁準的な変化事容を上邸った.さらに等遠性部

筋力は錦女ともに本研究の被殺者の{設は低犠を訴し，務

機的なき変化壊を大きく下腿った.

以上のことから，本訴究の被験者は，女子のiまうが弟

子よりも大腿都機厳密議，等迷性縛筋力の変北は大きかっ

たものの機準的な子どもの変化穣と比較すると.努女と

も記録穣をおし， f時年代の子どもに比べて変化が少ない

ことが訴された.
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